
2017年３月５日（第 3種郵便物認可）第 318号 この機関誌は再生紙を使用しています。

E-mail：ao110@kenrouren.jp　　　FAX  017 － 729 － 2186　　　HP：http://www.kenrouren.jp/

発行所　青森県労働組合総連合（青森県労連）
　　　　　〒 030-0852 青森市大野若宮 165-19　Tel 017-762-6234

発行人　青森県労働組合総連合（毎月５日発行）定価 10円
　　　　　　　1992 年 10 月 30日　第三種郵便物認可
　　　　　　　本紙の購読料は組合費に含まれています。

2017年３月５日　第 318 号

発言した4人のシンポジスト

団体交渉に臨む八戸市営バス労組

会場いっぱいの春闘学習会

弘
大
職
組
の
加
盟
を

歓
迎
の
拍
手
で
承
認

■
前
回
、人
で
あ
り
続
け
る
た

め
に
主
権
在
民
を
何
と
し
て
も

守
り
抜
き
た
い
と
書
い
た
。あ

れ
か
ら
半
年
、イ
ギ
リ
ス
が
ア

メ
リ
カ
が
と
マ
ス
コ
ミ
が
取
上

げ
、識
者
が
コ
メ
ン
ト
す
る
。安

倍
の
コ
メ
ン
ト
た
る
や
、愚
衆

と
見
下
し
た
も
の
ば
か
り
だ
。

今
私
が
一
番
知
り
た
い
の
は

「
圧
倒
的
な
民
が
、こ
れ
だ
け

虐
げ
ら
れ
て
い
る
の
に
、何
故

境
遇
に
『
甘
ん
じ
て
』い
ら
れ

る
の
か
」だ
。■
マ
ス
コ
ミ
を
丸

ご
と
抱
き
込
み
、自
ら
知
ろ
う

と
し
な
い
限
り
得
ら
れ
な
い
情

報
。「
こ
れ
か
ら
丁
寧
に
説
明
し

ま
す
。」は
、常
套
句
だ
。身
に
降

り
か
か
る
悪
法
の
数
々
。比
較

の
中
の
生
活
に
な
れ
、相
対
的

な
幸
福
で
満
足
す
る
よ
う
躾
け

ら
れ
た
国
民
。小
田
原
市
だ
け

で
な
い
、公
務
の
職
場
か
ら
の

憲
法
欠
如
。私
た
ち
の
知
ら
な

い
と
こ
ろ
で
、起
こ
っ
て
い
る

で
あ
ろ
う
、日
常
と
し
て
の
強

者
の
論
理
の
押
し
付
け
。自
覚

な
く
お
先
棒
を
担
ぐ
自
分
。そ

れ
ら
を
は
じ
め
と
す
る
あ
り
と

あ
ら
ゆ
る
こ
と
が
総
動
員
さ
れ
、

階
層
間
の
対
立
構
造
を
着
実
に

築
い
て
き
た
。■
テ
ロ
対
策
と

か
「
・
・
を
目
指
し
ま
す
。・
・

つ
く
り
ま
す
」と
い
う
、国
民
の

大
多
数
を
苦
し
め
る
政
策
の
説

明
が
、こ
れ
ま
た
耳
障
り
が
い

い
の
か
支
持
率
は
下
が
ら
な
い
。

憲
法
条
文
に
触
れ
る
機
会
の
な

い
人
が
圧
倒
的
な
ら
、丸
ご
と

手
渡
し
、考
え
て
も
ら
う
こ
と

を
し
よ
う
。ネ
ッ
ト
は
、待
っ
て

い
る
人
に
は
届
か
な
い
。え
げ

つ
な
い
、毒
々
し
い
言
葉
を
吐

く
人
が
優
位
に
立
つ
。　 

（
立
）

大幅賃上げ社会保障で生活の向上を
― 17 春闘勝利決起集会―

残
業
月
一
〇
〇
時
間
も
？

政
府
過
労
死
容
認

八
戸
市
営
バ
ス
労
組

一
時
金
一
・
四
月
獲
得
！

　

２
月
18
日
青
森
市
で
県
春
闘

共
闘
会
議
主
催
の
「
17
春
闘
勝

利
決
起
集
会
」
が
開
催
さ
れ
、

県
内
各
地
か
ら
60
名
が
参
加
し

ま
し
た
。
集
会
の
冒
頭
、
県
労

連
結
成
か
ら
６
年
間
議
長
を
務

め
ら
れ
逝
去
し
た
飯
田
洋
一
さ

ん
の
冥
福
を
祈
っ
て
黙
祷
し
ま

し
た
。
奥
村
春
闘
共
闘
会
議
議

長
は
今
春
闘
の
意
義
に
つ
い
て
、

大
幅
賃
上
げ
、
１
０
０
０
円
以

上
へ
の
最
賃
引
き
上
げ
と
と
も

に
年
金
・
医
療
・
介
護
・
生
活

保
護
な
ど
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ

ッ
ト
の
確
立
が
急
務
で
あ
る
こ

と
を
強
調
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
初
め
て
の
試
み
と
し

て
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
形
式
で
貧

困
問
題
を
テ
ー
マ
に
討
論
を
深

め
ま
し
た
。
パ
臨
連
執
行
委
員

長
の
鎌
田
貞
孝
さ
ん
は
最
賃
の

１
０
０
０
円
以
上
へ
の
引
き
あ

げ
、
年
金
者
組
合
委
員
長
の
千

代
谷
邦
弘
さ
ん
は
年
金
カ
ッ
ト

て
き
ま
し
た
が
、
今
回
最
大
の

要
求
で
あ
る
一
時
金
支
給
を
実

現
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

委
員
長
の
本
木
隆
さ
ん
は
三
八

地
労
連
評
議
員
会
で
こ
の
こ
と

　
２
月
14
日
、
政
府
の
「
働
き

方
改
革
実
現
会
議
」
が
開
催
さ

れ
、
「
時
間
外
労
働
の
上
限
規

制
に
つ
い
て
」
の
政
府
案
が
示

さ
れ
ま
し
た
。
長
時
間
労
働
の

末
に
過
労
自
殺
し
た
大
手
広
告

「
電
通
」
の
女
性
労
働
者
が
労

働
災
害
と
し
て
認
定
さ
れ
、
社

会
的
大
問
題
と
な
り
ま
し
た
。

現
在
、
時
間
外
労
働
規
制
に
つ

い
て
は
、
厚
生
労
働
大
臣
告
示

で
、
月
45
時
間
、
年
３
６
０
時

間
の
上
限
基
準
を
示
し
て
い
ま

す
が
、
労
使
協
定
を
結
べ
ば
青

天
井
と
な
っ
て
い
ま
す
。
「
働

き
方
改
革
実
現
会
議
」
の
議
論

に
は
、
大
臣
告
示
に
沿
っ
た

「
実
効
あ
る
上
限
規
制
」
に
期

待
が
集
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
し

か
し
、
政
府
案
で
は
、
大
臣

告
示
の
２
倍
に
あ
た
る
年
間

７
２
０
時
間
（
月
平
均
60
時

間
）
ま
で
認
め
、
繁
忙
期
に
は

過
労
死
ラ
イ
ン
ま
で
容
認
す
る

内
容
と
な
り
ま
し
た
。
現
在
の

労
災
認
定
基
準
は
「
月
１
０
０

時
間
又
は
月
80
時
間
を
２
か

月
」
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
会

議
で
は
月
１
０
０
時
間
を
上
限

と
す
る
こ
と
も
検
討
さ
れ
ま
し

の
違
法
性
を
問
う
青
森
年
金
裁

判
の
意
義
、
県
生
健
会
事
務
局

長
の
神
江
美
さ
ん
は
生
活
保
護

費
引
き
下
げ
撤
回
を
求
め
る

「
い
の
ち
の
と
り
で
青
森
ア
ク

シ
ョ
ン
」
の
結
成
、
県
教
組
・

教
育
厚
生
会
教
育
相
談
室
長
の

工
藤
ふ
み
さ
ん
は
子
ど
も
の
貧

困
問
題
に
つ
い
て
発
言
し
ま
し

た
。
高
教
組
の
逢
坂
さ
ん
は
県

内
高
校
生
の
自
衛
隊
入
隊
の
割

合
が
全
国
一
高
い
こ
と
を
あ
げ
、

ア
メ
リ
カ
の
よ
う
な
経
済
的
徴

兵
制
に
拡
大
す
る
危
険
性
を
指

摘
し
ま
し
た
。

　

17
国
民
春

闘
ア
ピ
ー
ル

を
採
択
し
た

後
、
猛
吹
雪

を
つ
い
て
県

庁
ま
で
デ
モ

行
進
、「
大

幅
賃
上
げ
で

景
気
の
回
復

を
」「
軍
事

費
を
削
っ
て

福
祉
に
ま
わ

せ
」
な
ど
を

唱
和
し
ま
し

た
。

た
。
長
時
間
労
働
の
是
正
と
い

う
な
ら
ば
、
継
続
審
議
と
な
っ

て
い
る
「
残
業
代
ゼ
ロ
」
法
案

を
撤
回
す
べ
き
で
す
。
野
党
４

党
が
求
め
て

い
る
「
勤
務

間
イ
ン
タ
ー

バ
ル
制
度
」

は
導
入
が
見

送
ら
れ
ま
し

た
。
こ
れ
で

は
、
長
時
間

労
働
の
是
正

ど
こ
ろ
か
、

長
時
間
労
働

を
法
的
に
容

　
２
月
22
日
、
八
戸
市
交
通
部

は
八
戸
市
営
バ
ス
労
働
組
合
に

対
し
て
、
「
平
成
29
年
度
か
ら

嘱
託
職
員
へ
一
時
金
１
・
４
月

を
支
給
す
る
」
と
回
答
し
ま
し

た
。
11
月
に
要
求
書
と
職
場
で

取
り
組
ん
だ
一
時
金
署
名
を
提

出
し
、
残
業
に
頼
ら
な
い
で
生

活
で
き
る
賃
金
を
、
人
員
確
保

の
た
め
に
も
格
差
是
正
を
と
一

時
金
（
４
・
０
５
月
）
の
支
給

を
求
め
た
結
果
、
ゼ
ロ
だ
っ
た

一
時
金
の
支
給
が
来
年
度
か
ら

実
現
し
ま
し
た
。
労
組
は
一
昨

年
６
月
、
嘱
託
職
員
の
差
別
的

扱
い
改
善
を
求
め
て
結
成
さ
れ

ま
し
た
。
職
員
の
８
割
が
嘱
託

と
い
う
職
場
で
、
働
き
や
す
い

職
場
を
め
ざ
し
、
ド
ラ
イ
ブ
レ

コ
ー
ダ
ー
の
設
置
や
バ
ス
転
回

場
所
等
に
つ
い
て
成
果
を
上
げ

を
報
告
、
「
勇
気
を
持
っ
て
組

合
づ
く
り
に
立
ち
上
が
っ
た
こ

と
が
職
場
の
空
気
を
変
え
た
と

思
う
。
要
求
に
は
と
ど
か
な
い

が
一
時
金
支
給
の
回
答
は
評
価

で
き
る
」
と
発
言
し
、
出
席
者

か
ら
拍
手
を
受
け
て
い
ま
し

た
。 

（
三
八
地
労
連
・
新
岡

武
信
）

中
弘
南
黒
地
区
労
連

　

１
月
26
日
、
生
協
ホ
ー
ル
で

30
名
の
参
加
の
も
と
春
闘
学
習

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
講
師
は

県
労
連
檜
山
事
務
局
長
で
労
働

法
制
改
悪
の
内
容
に
つ
い
て
講

演
し
ま
し
た
。

三
八
地
労
連

　

２
月
８
日
、
教
組
組
合
事
務

所
で
春
闘
学
習
会
を
開
催
、
県

労
連
今
副
議
長
が
労
働
法
制
改

悪
に
つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。

西
北
五
地
区
労
連

　

１
月
27
日
、
春
闘
旗
開
き
に

先
立
っ
て
檜
山
事
務
局
長
を
迎

え
て
春
闘
学
習
会
を
開
催
、
29

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

認
す
る
も
の
で
、
過
労
死
・
過

労
自
殺
を
加
速
さ
せ
る
危
険
性

が
あ
り
ま
す
。

17
春
闘
学
習
会

を
開
催

１
９
８
９
年
青
森
県
労
連
を
結
成
し
た

時
の
初
代
議
長
と
し
て
活
躍
さ
れ
た
飯

田
洋
一
さ
ん
が
京
都
市
内
の
病
院
で
逝

去
さ
れ
ま
し
た
。
飯
田
さ
ん
は
、
高
教

組
委
員
長
や
統
一
労
組
懇
代
表
委
員
を

経
て
、
県
労
連
議
長
を
６
期
つ
と
め
、

99
年
に
は
知
事
選
挙
に
立
候
補
し
奮
闘

し
ま
し
た
。

ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す
。

初
代
議
長
・
飯
田
洋
一
氏
逝
去
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第316回
まちがい
さがし

ハ
ガ
キ
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
か
メ
ー
ル

で
回
答
。
氏
名
、
住
所
、
組

合
名
を
書
い
て
く
だ
さ
い
。

余
白
に
職
場
の
様
子
や
最
近

の
出
来
事
な
ど
を
、
お
よ
せ

く
だ
さ
い
。
正
解
者
の
中
か
ら

抽
選
で
図
書
券
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

し
ま
す
。

●
締
切
＝
４
月
15
日

●
発
表
＝
５
月
号

●
宛
先
＝
０
３
０
―
０
８
５
２

青
森
市
大
野
字
若
宮
１
６
５
―

１
９
。
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
は
欄

外
に
表
記
。
「
第
316
回
ま
ち
が

い
さ
が
し
」
係
り
ま
で
。

第
314
回
の
答
え
と
当
選
者

《
答
え
》
①
羽
根
②
左
の
門

松
③
羽
織
④
男
の
子
の
ぞ
う

り
⑤
右
の
ひ
よ
こ
の
口
ば
し

⑥
破
魔
矢
⑦
帯

《
当
選
者
》
16
通
の
応
募
で

し
た
。
当
選
者
は
次
の
方
々

で
す
。

阿
部
芳
貴
（
ひ

ま
わ
り
労
組
）
、

玉
熊
千
尋
（
民

医
労
）
、
桜
庭

加
奈
子
（
民
医

労
）
、
天
野
き

み
子
（
県
教

組
）
、
西
崎
昭

吉
（
年
金
者
組

合
）

2/18青森市で講演する横山弁護士

＝
お
知
ら
せ
＝

旗
開
き
に

何
年
ぶ
り
か
？
で
参
加
し
て
き

ま
し
た
。
子
ど
も
ら
の
参
加
も

多
く
、
こ
の
子
ら
へ
の
幸
あ

れ
！
と
願
わ
ず
に
い
ら
れ
ま
せ

ん
。（
桜
庭
加
奈
子
・
民
医
労
）

新
年
早
々

３
人
目
を
出
産
し
ま
し
た
。
上

の
子
に
可
愛
が
ら
れ
、
す
く
す

　

政
府
原
案
は
、
「
共
謀
罪
」

の
対
象
犯
罪
は
道
路
交
通
法
な

ど
６
７
６
あ
り
ま
し
た
が
、
多

す
ぎ
る
と
批
判
さ
れ
た
こ
と
か

ら
２
７
７
に
絞
り
込
ん
で
３
月

上
旬
に
閣
議
決
定
、
あ
く
ま
で

強
行
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

「
組
織
的
犯
罪
集
団
」
を
取
り

締
ま
る
も
の
で
「
一
般
人
は
対

象
外
」
と
し
て
い
ま
す
が
、
そ

の
判
断
を
す
る
の
は
捜
査
機
関

で
あ
る
た
め
、
市
民
運
動
や
労

働
運
動
も
対
象
に
な
る
こ
と
が

危
惧
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

日
本
の
刑
法
は
、
実
際
に
犯

罪
を
犯
さ
な
け
れ
ば
処
罰
さ
れ

ま
せ
ん
が
、
「
共
謀
罪
」
は
犯

罪
を
話
し
合
い
、
合
意
す
る
だ

　

安
倍
首
相
は
、
今
国
会
に

「
テ
ロ
対
策
の
た
め
」
と
称
し

て
「
共
謀
罪
」
を
創
設
し
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。
「
共
謀
罪
」

は
、
思
想
・
良
心
・
言
論
の
自

由
を
侵
す
も
の
と
し
て
、
こ
れ

ま
で
3
度
廃
案
に
な
っ
た
も
の

で
す
が
、
今
回
は
「
テ
ロ
等
組

織
犯
罪
準
備
罪
」
と
名
称
を
変

更
し
て
上
程
し
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。

く
と
育
っ
て
い
ま
す
。（
玉
熊

千
尋
・
民
医
労
）

タ
ク
シ
�
の
乗
務
で

残
業
が
出
来
な
い
の
で
売
り
上

げ
を
上
げ
る
の
に
大
変
で
す
。

（
阿
部
芳
貴
・
ひ
ま
わ
り
労
組
）

今
年
も
退
教
協

の
お
楽
し
み
「
新
春
ゲ
ー
ム
大

会
」
が
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。

ト
ラ
ン
プ
・
囲
碁
・
百
人
一
首

を
楽
し
み
ま
す
。
そ
の
後
の
懇

親
会
は
「
近
況
報
告
や
今
年
の

抱
負
」
が
一
人
一
人
か
ら
語
ら

れ
、そ
れ
も
楽
し
み
で
す
。（
都

谷
森
孝
子
・
年
金
者
組
合
）

雪
は
降
�
て
も

日
に
日
に
日
中
の
長
さ
は
伸
び

て
い
ま
す
。
朝
早
く
歩
い
て
い

ま
す
（
中
村
龍
平
・
建
交
労
）

年
越
し
だ
�
正
月
だ

と
言
っ
て
い
た
の
に
あ
っ
と
い

う
間
に
１
月
も
終
わ
り
ま
す
。

か
け
足
で
過
ぎ
て
ゆ
く
時
間
を

も
う
少
し
ゆ
っ
く
り
に
し
て
ほ

し
い
。
こ
れ
っ
て
年
と
っ
た
証

拠
な
の
！
で
も
春
は
早
く
来
て

ほ
し
い
。（
今
晴
美
・
ひ
だ
ま

り
）

今
年
の
３
月
で

46
年
間
の
仕
事
を
退
職
と
な
り

ま
す
。
皆
さ
ん
の
支
え
が
あ
っ

て
46
年
間
仕
事
が
出
来
ま
し

た
。
退
職
し
て
も
頑
張
っ
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。（
鎌

田
参
裕
・
健
生
労
組
）

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
は
デ
メ
リ
ッ
ト
も
あ

り
ま
す
。
理
解
し
た
う
え
で
接

種
は
し
よ
う
（
相
馬
貴
之
・
健

生
労
組
）

投
稿
し
て
い
る

時
は
風
邪
を
ひ
い
て
家
で
寝
て

る
日
で
し
た
。
食
事
と
睡
眠
が

治
す
に
は
効
果
的
で
す
。（
下

山
智
裕
・
弘
大
職
組
）

健
診
の
結
果

減
量
を
勧
め
ら
れ
ま
し
た
。
幸

せ
太
り
は
あ
る
は
ず
が
な
く
、

敵
は
晩
酌
な
り
！
目
標
は
４
㎏

減
！
必
ず
達
成
し
て
や
る
！

（
中
道
博
章
・
県
教
組
）

﹁
第
4
回
あ
お
も
り
じ
�

わ
め
く
音
の
会
﹂

を
見
ま
し
た
。
今
ま
で
知
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
子
ど
も
た
ち
の

手
踊
り
、
太
鼓
、
笛
等
の
演
奏
、

郷
土
芸
能
の
獅
子
踊
り
、
ミ
ス

タ
ー
ハ
ネ
ト
、
子
ど
も
ハ
ネ
ト

の
ね
ぶ
た
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
、

大
人
も
子
ど
も
も
元
気
に
頑
張

っ
て
い
る
姿
に
う
れ
し
く
な
り

ま
し
た
。（
長
内
幸
子
・
建
交

労
家
族
）

　

思
想
・
信
教
の
自
由
を
守
る

「
2
・
11
市
民
集
会
」
は
十
数

年
開
催
さ
れ
て
お
り
、
地
域
に

根
差
し
た
集
会
で
日
本
キ
リ
ス

ト
教
会
奥
羽
教
区
や
新
婦
人
、

地
区
労
連
、
弘
大
職
組
、
弘
前

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
な
ど
11
団
体
の
実
行

委
員
会
で
取
り
組
ま
れ
て
い
る

も
の
で
す
。

　

今
年
は
、
―
立
憲
主
義
と
平

和
の
危
機
と
は
何
か
ー
「
戦

後
」
史
70
年
の
中
で
考
え
る
―

と
題
し
て
、
誉
田
慶
信
氏
（
岩

手
県
立
大
学
盛
岡
短
期
大
学
部

名
誉
教
授
）
が
講
演
し
ま
し

た
。
弘
前
南
教
会
の
松
村
重
雄

氏
が
実
行
委
員
会
を
代
表
し

て
、
思
想
・
信
教
の
自
由
が
侵

さ
れ
る
危
険
が
迫
っ
て
き
て
い

る
と
し
て
、
共
謀
罪
の
危
険
性

に
触
れ
て
挨
拶
し
ま
し
た
。

　

誉
田
氏
は
、
南
ス
ー
ダ
ン
へ

の
自
衛
隊
派
遣
、
米
軍
オ
ス
プ

レ
イ
の
墜
落
、
共
謀
罪
の
策

動
、
南
京
虐
殺
等
を
否
定
す
る

11団体による市民集会

90人余が参加した青森集会

●
共
謀
罪
学
習
会

と
き　

３
月
11
日
㈯
14
時

と
こ
ろ　

ア
ス
パ
ム
５
階

講
演　

弁
護
士
・
小
田
切
達

●
第
２
回
青
森
年
金
裁
判
を

支
援
す
る
会
総
会

と
き　

３
月
18
日
㈯
13
時
半

と
こ
ろ　

県
民
福
祉
プ
ラ
ザ

講
演　

中
央
委
員
・
飯
野
豊
秋

●
憲
法
ネ
ッ
ト
17
年
総
会

と
き　

４
月
２
日
㈰
13
時
半

と
こ
ろ　

ア
ピ
オ
あ
お
も
り

講
演　

代
表
委
員
・
谷
崎
嘉
治

共
謀
罪
は
一
般
市
民
も

捜
査
・処
罰
対
象

思
想
・
信
教
の
自
由
は

侵
せ
な
い

２
・
11
建
国
記
念
の
日
反
対
集
会

け
で
逮
捕
が
可

能
と
な
り
ま

す
。
共
謀
を
捜

査
す
る
た
め
に

市
民
の
会
話
や

電
話
、
メ
ー
ル

な
ど
の
盗
聴
が

拡
大
す
る
の
は

必
至
で
す
。
戦

前
の
治
安
維
持

法
の
再
来
だ
と

警
鐘
を
な
ら
す

書
籍
の
ア
パ
ホ
テ
ル
の
常
置
に

触
れ
、
状
況
は
厳
し
い
が
、
や

れ
る
こ
と
は
ま
だ
た
く
さ
ん
あ

る
。
「
目
覚
め
続
け
る
こ
と
」

が
「
立
憲
主
義
と
平
和
の
危

機
」
に
立
ち
向
か
う
（
尊
い
命

を
授
か
っ
た
私
の
）
原
点
で
あ

る
と
締
め
く
く
り
ま
し
た
。
集

会
に
は
各
団
体
か
ら
55
名
が
参

加
し
ま
し
た
。
（
中
弘
南
黒
地

区
労
連
・
佐
藤
）

　

青
森
市
で
は
第
37
回
「
建
国

記
念
の
日
」
を
考
え
る
集
会
が

開
催
さ
れ
、
約
90
名
が
参
加
し

ま
し
た
。
県
９
条
会
の
金
澤
茂

氏
が
「
日
本
会
議
と
は
何
か
―

安
倍
反
動
政
権
を
突
き
動
か
す

も
の
」
と
題
し
て
講
演
し
ま
し

た
。

人
も
い
ま
す
。
秘
密
保
護
法
、

集
団
的
自
衛
権
行
使
容
認
、
戦

争
法
の
強
行
、
盗
聴
法
拡
大
に

「
共
謀
罪
」
が
加
わ
る
こ
と
は

改
憲
と
暗
黒
の
社
会
に
突
き
進

む
こ
と
に
な
り
ま
す
。
絶
対
阻

止
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。


